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何億年のむかし、現在の熊本市の大部分は-面の海底で、処為に小島が散在するに過ぎなかったと想像潰れ

るが、その後数次にわたる地表上の大変動によって、次第に熊本平野が形成されるにとも覆れ、現在の出水.

健箪方面の砂凍層から沸きでる清劉夜泉をめぐって、弥生式土器民族のかをb大.き夜棄藩が完成されて払ったo
K3ES阻SB娼
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本地方と朗係が鍵かったようであるが、現在ではそれらを姦付けるに足9る記録伝説の類は何も残っていない

ようであるO

西紀6 4 6範大化の改新が行なわれると、託麻の三宅都(今の出水地方)には、肥後の国府「託麻府」が

設けられ、愛社を伽藍の国分寺の療立を見たが、これらを中心とした緊港が形づぐちれ大きく怠ったものが、

熊本薄の始壇bである。

奈良朝前後の日本各地は、国力の大小によって、大・上・申・下と四等級に区別潰れていたが、肥後はその

とろ農産物産出量で九州諸国申群を扱いておb、獲暦且4年9月(平安の初期)に至って、全国中でも優位の

溌格を認められ「大国」に昇進した。
ESai&l切団isa閑阪

この期に国司として、肥後に赴任した道君音名、紀夏外藤原傑昌、勝原充帝等はい壇も幾多の遺跡を留め

でめるが、と(に後撰集の選者で、清少納言の父死命と、平安期歌人「櫓遊女」との交遊の説話は有名であるO

南北朝5 0年間は、戦乱の田が梱つ蜜、熊本地方もしばしば軍営の場に利用潰れた。

一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

畑りqEf>0草地けい　し二)ノJ~に_蝉一一、-・Lこ.、

降って、文明元重り複6 9年)菊池の-娩出抱三郎秀膚は、い蜜の熊本城東部の丘陵に千東城(熊本城の

始め)を鱗見たが、次の鹿子木親員が、明応年間(1 4 9 0年相に、今の古城の地に居城を移し、際本城と

称えた。

ツわで、城親冬と、佐々成政のあとを承相で荒正ヱ6年(1 5　覇加藤清正が入城するにかよんで、清

正結国府の二本木方面から、寺院、商家などを移転潰せて、城下町の経営に発手したO填た、この清正融島本

の自然に、はじめて大塊轟をÅ為のツル-シを振りた武将で、河貼その他の土木事業に残した功績は大轟く、

.

は、この滑正が慶長6率から呈2額にかけ、アカ饗の日子を資して凝城したものであるO

細川民時代は、寛永9年鰍H,B判のÅ国によっ一r始填るが、細川氏は白楽太政奉還の白に至る壇で、 2 0 0

有余年問にわたって妃後幾本の政治を行なったOとの馴底は、歴代名君廟ついだが、そのうち、もっとも狂

目すべきは、娃章逐年藩主となった8代麓賢の治政である労oこのとき国政綾9、数学も東レもに振興した(,と

くに藩教場潜軌や、全国に湧きがけて創設潰れた医療乃至敵背機塀としての間藤幾」 、薬草研究で有名

をr蕃滋薗」などは、本市が轟く文教の府として全艶に秀でた潟と葱っ鮎"また悪制のときに創建潰れた水前

寺披、幽斉の古今伝授の間たともに、レ増も熊本市の観光資源の-つと漁ってめるが、晩餐を幾本に送りた剣

堅宮本武蔵の遺跡も、幾本が持つ誇Bの-・つといえようむ

明治4年7月に入って、廃藩置県の大詔が出潰れると、肥後には、幾本、 Å薯の二塵がおかれ、つめで閏年

i 1月改めて熊本、八代の二腺と覆ったOところが登5年6月熊本県払ふたたび馴膿と改称潰れ、翌々6
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卑1月には八代県が廃止されて、釦膿に併合されたため、肥後全域は白川県の所轄となれ熊本市には県庁

が設けられたoこれは明治9率ま月まで続レhたが、同年2月蕃転に改めて難事県と称せられるようになったcj

.

でにぎわいを見せていたが、 9年の神風適事鰍登ユO率の巨痛の役と引続き大きな戦禍に風雨フ九、とくに

西南の役では、全市篠が焦土と化してLhまったO 2 2年4月、市町村別が施行されるとこれ壇でのr熊本区」

は、 「熊本苗」と改められた。

明治の初如、ら、九州にかける政治や軍事の中心として、各樺の官庁が置かれてレ、離纏市は、 2 4年汽車

の開通によって熊本駅が設けられ、叉3幽三代に入って市区改iEの大事業が替恋われ、中央部の山崎練兵場が

市外に移潰れて新市街が出現するや、会社、lX場、商店その他施設が続々と軒を連ね、 iヨ清、日義の戦勝の意

気も加わって、明治の隆昌期を現出した。

大正1 0年、周辺1 2カ町村を併合して太熊本市の基礎を固め、私鉄菊池軌道、熊本軌道、御船鉄道及び国

鉄宮地線の釣通整備と並んでj。 3年には汚魔の的通が逝9、更にIAt道施設∴二十三聯隊の移転等によ-コで、

いよいよ近代都市の面巨]を新にすることになった。しかし、日・呂那2 0年には空襲を受けて.全市の大半は瓦疎と

化した。その後会稽民の涙ぐましい努力によりて、戦災、水害等各痩,fj苦難を克施し、今日の隆盛驚見ること

ができたが, Hi制施行当時4万2千余人を数えるにすきl'夜かりた城下町も、その後次々2二市城を拡げ、今や人

口4 5万有余、西日本Uj離隠して躍進の-1・遠を進んでレ、る,i,新しい、施設として熊不壊天守閣の復元、 'lv緩会

館、水辺動物園等を誇カ、鹿児島不綾の複線電化、新照本空港のII港や,九州縦醜動車道の-asI随と載倣

って、一層の環境整備と産業融随意院EL、明るく患かな郷土の建設に住民相扱えて過進しつつある0

2　位置及び地勢

(1)位　　置

熊射ぎ離旨本塵の酎ヒ払東経L 3 0鑑4 2分・北緯3 2度4 8分の位置にある〔:・これと同経度の都市と

して比良崎市やr欄の帝京がこれに走れ,不市は緯度からレ、えば温暖を地酌こ属するが、有明海との間に金

峰山火山帯があるために、大陸的気候となD、寒暖の較差が大きく気朕的には恵まれているとは衰えない。

地理的空陶は、巨ち此部か扇ヒ部にかけては金峰Iiii:遥三峰とする複式火山酌二、これに糸組立出山等rj小火山

幻噴出物に掩われる台地によって構成されてレ、る。酎L-は、白川の三郎当である低平を熊不平野によって占

められてお少、この釦懐観からと坪細出井芹川等が北ヰUj台地の中に平野を切り開Lr1ているOこのよう

な地形的制約がみるたれ不市の発展は、北部と鋸βに如、て聯欝教余儀なくされ、鹿方二穀・よび杓方r＼伸長

してレ、るrjことに肥後台地の所縁を縫う風向方-都市膨張Uj蚤心が走向するのくぼ、その南方熊不平野が主賓

夜米榊奴で、肥沃復水閃地帯としての機能が尊重されるからであろうo

不市が商工都市としての飛酢蛸展をとげるためには適当な外港を射紺jSことが、年来の希望で参った

が、松尾村並びに小島町e'合併でi汀貫港を得たことによD、そ瑳'念戯を遂げたのである。U,

国道払福岡から鹿児島′、、向って16九州を縦断し、国道熊不・大分線、胤迄熊不さ神埼練等はいずれも本

箱誉rP心としてレ、るo九州,Jj幹線鉄道である療児釦纏は言明を賂魚として福酎久鰯米・大牟加を経て

本市を貫き八代を経て虎児釦こ達し、本市を鼠点とした三角線は、宇土から分岐して三一滴に別海路島原o

長崎を轟音を肌填た馴臓ま大分と結び、ナ誹横断自動農車道による別府潮醜連ねる国際観光相娘及び一浩i3
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開通をみた九州縦業自動車道による陸上輸送道路を以て、粟に新熊本空港の開港によって,九州交通網の中

心として華燭的位置を占めている。

(2)　拙　　　筆

阿蘇火山と、金峰山系との援合地帯の上に存在する本市払　多くの山嶺、丘陵、台地等によって、完全に

四方を困壊れているが、本務の西北部に連なる荒風上j拍45m)や石神山(1 64m) 、天狗山(237

m) 、率妙寺山し220m主　さらに西南部に隆起する花岡Ii] (133m) 、苗の東北境の立靴ii(1

川、　-,　　∴、 、・卜し-蝣*蝣-　∴iJ糾　こ∴　∴p・ i 、_、ニーこ・;isV蝣'蝣∴∴　　　こ'Ii、て・一　†.さ・「　f∴　丁∴ l、、　∴　.'''ミ-言

躯本市療設の基礎工当=をを完成する以前に、その大体の骨組みを形成していたものである。 --一方剛"では、阿

蘇火山に源を発する白川、北方鹿本郡界に流れを党する井芹、坪井の繭河川、また水源を水前寺に発する狂

'蝣i'蝣'-;'[X、丁、山ミ;　∴- 、二一∴　日て::・  .I,-:、　　こ∴ .敵.・~　∴　、_、,∴`: 、　、 1 ∴二・軌、　　∴ 、・i

野をうるかし、農作に大きな効用をもたらしている。

3　市域の変遷

面積　171.72K:捕

北
-
-
午
-
-
-
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千
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4　人　　口

(1)年次別人口及び世帯数
し各年1 2月現在)

年 次 慨 常 数

A ft 男 女 比

(笑 志0 <k

呈 世 帯

当り入口

備 考

総 数 fl } 女

明治 2 2 年

大正 元 年

l l,7 9 7

12 ,7 3 6

4 2ー7 2 5

6 6.4 8 8 3 5 ,9 3 8 3 0,5 5 0 8 5 .0

3 6̀

5 .2

j順こ町 . 日ま.力合和合

8 年 1 3 ,1 2 9 7 4ー5 4 4 3 9 ,3 8 5 3 5 ,1 5 9 8 9.3 5ー7

昭和 ラ己 年 2 7,1 5 7 1 5 0,0 7 5 7 5万8 0 7 4 ,3 9 5 9 8 .3 5一5

5 年 3 0,2 8 4 1 6 7,5 6 6 8 3 2 1 8 8 4 3 4 8 1 0 1 ,4 5ー5

l o 奉 3 8 .3 3 6 2 1 4 .2 7 0 呈且1,4 8 0 旦0 87 9 0 9 7 .6 5一6

1 5 年 3 9 ,8 1 3 2 壊3 ,5 7 4 且1 6 S 3 8 1 2 6 .7 3 6 1 0 8.5 6-1

2 0 年 3 7 ,9 8 ま 1 8 0万4 3 8凌.9 3 5 9 5 ,7 0 8 漫1 2 .7 寸+8

2 5 年 5 9 ,8 6 5 之6 7 .5 0 6 1 2 8 ,0 6 7 漫3 9 ,4 3 9 且0 8.9 4 "5 ( 柵 調査 )

3 0 年 7 1 ,9 7 8 3 3 2 ,4 9 3 1 5 9 ,5 0 温 ま7 2 ,9 9 2 且0 8.5 軋6 畿鬼神合 併

3 5 年 9 0 ,7 7 2 3 7 3 2 2 2 且7 8 ,0 3 且 1 9 5 ,8 9 且 1 1 0,一O ヰー1 (欄や瀬奄 )

4 0 年 且0 7 ,6 3 4 複0 7 ,0 5 芝 且9 2 ,5 3 8 2 1 4▼5 1 寸 1 1 1 .4 3 J8 (国勢調査 )

産l 年 1 1 1ナ3 1 2 4 1 6 .3 8 ま 1 9 7 ,0 2 2 2 漫9 ,3 5 9 1 1 1 .3 3 17 推計人 口

複 2 年 1 1 5 ,9 6 1 4 2 4 .4 9 4 2 0 1 ,0 1 6 2 2 3 ,4 7 畠 1 1 1 .普 3 7̀

4 3 年 1 2 2 ,3 5 2 4 3 1 ,9 9 9 2 0 も4 6 7 2 望7 .5 3 2 1 1 1 .3 3 5

4 4 年 1 3 O S 9 3 4 3 8,0 2 7 2 0 6 .9 7 7 2 3 1 ,0 5 0 1 1 1ー6 3 -3

寸 5 1 3 0 5 0 3 4 4 9,2 0 3 2 1 1 ,2 5 6 2 3 7,9 4 7 1 1 1、6 3 JS (餅 調 査 ) 含一日託 廃村

4 6年 1 3 3 ,9 1 7 4 5 6,6 9 6 ○1 1,9 9 8 2 嶺1 ,6 9 8 呈′且2.逮 3一4
推針 人口

何　校区別人口及び世帯数
(.K川】4　5年Lam概主t )

絞 区 別 健 希 数
＼ = ii授 区 別

髄 背 教
人 目

*:-. K 輿 女 総 数 jァ A

総 数

や発地 区

1 2 8,4 5 6

3 3,1 凌 7

寸J やや 6 9

ま0 9 ,0 8 7

2 0 6 .7 8 6

4 7,8 3 3

2 3 3 ,且8 3

6 1,2 5 壕

,JL 馳 卜

tt * :

池 田

2 2 ,虜9 0

8 さ3 4 6

3 ,6 0 4

7 3 ,2 3 8

2 0 ,O 呈o

1 2 .1 9 3

3 6.4 4 6

温0 ,2 5 3

5,9 0 3

3 6 .7 9 2

9 ,7 5 ?

6 ,2 9 0

城 東 2 ,1 8 9 71速壇5 2 カ8 4 軋産6 l 高 平 良 2 13 2 2 7 ー7 1 3 3.7 1 7 3,9 9 (5

慶 徳 1 ,0 7 0 3 ,6 6 3 1 ,5 1 5 2 ,ま後 8 滑 水 3 2 0 9 1 1 ー0 6 8 5,2 0 壇 5 ,8 6 4

五 福 1 ,2 4 4 4 .1 7 4 1 ボ 蝣IL! 2,3 3 2 城 北 3 ,1 1 7 1 2 ,9 8 7 7.1 S 1 5 ,8 3 6

一 新 3 β 4 7 1 3 3 7 5 5 ,8 1 6 7,5 5 9 棉 6 1 0 2 ,1 0 0 1,0 3 4 1 ,0 6 6

☆ 十i 3 ,8 9 7 1 2 ,4 0 4 5,3 7 7 7,0 2 7 竜 田 i,5 8 2 7 ,1 6 7 3 ,1 8 4 3 ,9 8 3

ilfl i.f

白 川

3 4 1 8

3 2 9 3

1 0 .3 1 5

1 0 ,5 7 0

複.2 7 7

複t4 壊7

6 ,0 3 8

6 ,ヱ2 3 習癖 8地 区 1 4 5 2 7 5 5 ,8 9 9 2 6 .0 t>9 ヱy .8 3 0

春 竹 3β 5 2 1 3 ,1 1 0 6.0 7 -1 7,0 3 6 自 坪 3 ,0 5 0 i 1 .0 ホ い 5 ,1 6 3 5 .9 1 7

* ffi 1,9 7 ま 6 .2 5 ま 2,7 4 3 3 万 0 8 城 西 3 ,1 0 5 l l,3 3 3 5 ,1 2 5 6 ,2 0 8

向 山 2 ,8 3 4 9 ,6 4 6 45 2 6 5 ,1 2 0 凝 固 3 ,0 5 5 1 0 ,媛9 1 ・I.'.H )b 5 5 8 5

:1. 2,3 1 9 7,3 7 4 3 3 8 痩 4 ▼0 9 O 城 山 i,2 6 5 5 ,3 7 4 2 ,5 3 5 2 ,8 3 9

会 日

東 馳 区

371 1 3

4 7,5 6 0

1 0 ,7 6 0

ま5 9 ,2 3 複

4,9 4 8

7 6.4 3 4

5 .8 1

8 2,8 0 0

m m

中 島

小 鳥

2 6 3

9 嶺0

9 6 3

9 8 4

4,4 0 9

戟 †l .I

I I6

2 一旦0 2

1 ,9 速 6

5 3 8

2 ,3 0 7

2 ,1 6 8

大 江 4 8 4 6 13 ,6 1 9 6 14 4 0 7,1 7 9 松 尾 7 6 2 3 ,4 2 7 1 ,6 2 4 1 ,8 0 3

白 山 3 β 2 0 l l,8 5 8 5 万 1 5 6 ,2 4 3 池 上 l ユ 2 4 4 ,6 8 7 2 ,2 2 2 2 ,4 6 5

海 原

>,L .'!-サ;:vサ.

2 ,n ;s

6 ,2 9 複

82 5 3

1 9 ー5 1 3

4 ,0 7 4

9,7 1 7

蝣1.1 7 9

9 ,7 9 6 南部 地 区 呈 0 ,7 3 2 4 2 ,5 1 1 2 0,0 0 4 2 2 ,5 0 7

布 山 5 ざ9 8 3 2 O S 1 9 9 ,9 0 6 1 0 ,6 1 3 画 図 1,4 1 1 5 ,5 0 5 2,6 1 0 2 .8 9 5

細 水 4 ,6 6 後 1 5 ,3 8 5 6.9 2 1 8,4 6 4 田 迎 1 ,3 7 ! 5 ,5 6 9 2,6 7 0 2β 9 9

砂 取 3 ,7 6 4 1 2 ,3 0 0 5,6 6 7 6 .6 3 3 御 準 9 6 1 4 ,0 4 8 1 ,9 6 9 2 ,0 7 9

尾 ノ 上 3 β 2 4 1 2 2 7 5 5,9 9 3 6 .2 8 2 Jli 尻 2 き3 8 7 9 ,7 0 8 4 ,1 9 0 5 ,5 1 8

健 翠 4 .5 3 3 1 7 ,6 0 7 8 ,9 7 7 8 ,6 3 0 白 書 3ー0 2 1 l l ,5 0 1 5,6 1 6 5 ,8 8 5

* ォ

戟

泉 ケ丘

2 ,5 8 5

2 2 7 0

3 ,1 4 ま

9,4 5 8

7,7 5 1

1 0 ,6 9 6

痩,4 9 1

3 ,6 7 8

4 ,9 5 5

4 ー9 6 7

も 0 7 3 ー

5,7 4 且 l

力 合 1,5 7 -1 6 ,1 8 0 2 ,9 4 9 3 ,2 3 1

託 麻 村 2 ,0 嶺 7 9 ,2 3 4 4 4 7 0 4 ,7 6 4

合 計 1 3 0 ,5 0 3 4 4 9 ,2 0 3 2 1 15 5 6 2 3 7,9 4 7

I-、 S　-



碍　産業別15才以上就業者数

調 塵 年 次

区 分

3 5 年 国 調 4 0 年 国 調 4 5 年 国 調

総 数 構 成 比 総 数 構 成 比 男 女 . n 構 成 比 男 女

総 数 3 7 3 ,92 2
-
4 0 7 β5 2

- 1 9 2 5 3 8 2 1 4 5 1 4 4 4 0 .0 2 0 -
2 0 6 8 5 4 2 3 3 ユ6 6

1 5 才 以 上 入 口 2 6 7 ,7 5 5 3 0 6 ,6 6 8 1 4 1ユ3 4 1 6 5 5 3 4 3 3 9 ユ8 2 1 5 5 0 6 8 1 8 -11 1 1

就 業 者 総 数 1 5 2▼6 1 2 1 0 0 * I T iU - 6 1 0 0 酵 1 0 52 4 9 7 0 .8 7 7 2 0 2 9 0 0 1 0 0 ヰ 1 1 7β7 1 8 -li>2

第 1 次 産 業 1 7 ,4 7 5 ユ1 .5 1 4 β0 7 8 5 75 9 6 7.)l l 1 2 .4 9 9 6ー2 6 ,2 9 4 6,2 0 5

虚 業 1 5,7 6 7 1 0 .3 1 3.5 9 9 7.7 6 ,6 3 4 6 ,9 6 5 l l ,4 5 6 5.7 5 ,5 1 6 5 ,9 4 0

林 業 . 狩 猟 業 7 1 3 0 .5 7 2 2 0 .4 5 8 7 1 3 5 lis y 0 .3 5 -15 1 1 4

漁 業 . 水 産 養殖 業 9 '.15 0 7̀ 5 8 6 03 3 7 5 2 1 1 3 8 4 0 .2 2 3 3 1 5 1

輝 2 次 産 業 3 25 0 1 2 1 3 3 8 β3 3 2 1 .9 ごtU 3 ー 1 2 5 0 2 42 ,9 4 5 2 1.2 2 8ユ8 0 1 4 ,7 6 5

鉱 業 4 5 4 0 3 3 1 4 0L2 2 6 4 5 0 1 6 1 0 .i 1 3 8 2 3

建 設 業 1 13 3 0 7 .4
i
1 4 β3 2 8 1 1 1β9 3 2 ,4 3 9 1 6 ユ7 2 8ー0 1 3 S 9 4 2 ユ7 8

製 造 業 2 0.7 1 7 1 3 .6 2 3 9 8 7 13 B 13 -9 7 4 1 0 ,0 1 3 J i.6 1 二三 1 ニーユ 1 40 4′8 1 2 5 6 4

翠 3 次 産 業 1 0 2.6 1 3 6 7ー2 12 2 β1 8 6 9 .4 7 1,4 2 0 5 0 ー8 9 8 †蝣17.ごJl3 7 2 .6 8 3 .4 9 7 <>3 ;>Li

卸 売 . 小 売 号 4 2 D 速l 2 7 .5 蝣1 Sj53 ti 2 7A 2 4 ,7 2 9 ご:i.9 0 7 5 8 .2 2 0 2 8.7 2 9 か5 1 2 9,1 6 9

金 融 .儲 換 ー不 動 産菓 :">,(.''J 3 h6 6 ,9 7 6 4 .0 3 .7 9 8 3 ユ7 8 8 !̂1 1 4 D 4 3 2 0 3 .8 9 1

運 輸 . 通 信 業 1 0,2 8 5 6.7 1 3,2 3 5 7.5 1 1 ぷ0 0 1 ,9 3 5 15 産6 7 7.6 1 3 ,3 5 8 亡.i o y

電 気 8 ガ ス さ旗 適 業 i,2 壇5 0 .8 1,3 6 9 0 8 1 ,1 7 1 1 9 8 1逓3 7 0.7 1 ,2 2 4 2 1 3

サ … ビ ス 業 3 0 .8 6 1 2 0 2 3 6 ,6 5 8 2 0 遜 1 6 ,9 7 5 1 9 ,6 8 3 確6 ,6 2 9 2 3.0 2 1 ,2 1 2 2 5,4 1 7

公 務 1 2 ,6 9 8 8一3 i r>.4 1-i 8 .8 1 3 4 4 7 1 ,9 9 7 1 7 ,2 7 9 8 5 1 4 ,2 4 6 3,0 3 3

分 畿 不 能 の 産 業 2 3 0 ごliS 0 .2 1 0 2 1 6 6 2 1 3 0ユ S ti 1 2 7

一　9　-
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